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このほど、キャス・サンスティーン（ハーバード大学ロースクール教授）の著書”Laws 
of Fear. Beyond the Precautionary Principle”（Cambridge University Press, 2005)
の翻訳が出版されることになりました。（角松生史／内野美穂（監訳）、神戸大学ＥＬＳ
プログラム（訳）『恐怖の法則－予防原則を超えて』(勁草書房、2015年）。 
同書は、環境法分野において近時注目が高まっている予防原則について根底から

批判・再構築を試みるとともに、行動経済学の知見を取り入れつつ熟議民主主義論と
の結合を試みたものです。また同翻訳は、神戸大学法経連携専門教育プログラム（Ｅ
ＬＳプログラム）外国書講読授業 (2012年度後期)の成果でもあります。 
 そこで本ワークショップでは、監訳者の一人である角松生史教授から同書をめぐる論
点を提示して頂いた上で、若松良樹教授からコメントを頂き、幅広い立場から議論し
たいと考えています。どなたでもふるってご参加頂ければ幸いです。 
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